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ダイナマイトの懲薫平衡と後ガスの関係

(和 柵 ZSLF<l124Fl安 '7R)

仁 多 常 男 ･大 谷 敢 之
(日本化繋托式会iU州Ht森Wf)

1 為 す

ダイナマイトの爆発生成ガスに於いては脇 及び丈
川｣･の見地から欧に放多くの研究がhNわ1してしろ *-I.
此度TB奴イ脚 において惜t-!に行い19ろ方法によって

樺 空々合を変えた琵ダイナー1トに持し,そilが発生

する初婚qスの紬 を行った｡

瓜 実 故 方 法

で行った. gンタの小火の天SFに在籍的 sOcm.の迫
れ札があり,曝児の在技之を閉t:て発生=-1tたKスを

只蛤した｡

Pt的に伏すろば張は43同500gを一組 こ拍(又は木)
の誕蛭をTrち込ん7L='鉄管 (紅淫 Ili′′,炎盲 75t:m)

にケさtBL,足陸の繋包に6号-All.胃管を熊耕した｡5%
官の残部には口元まで菰カ･い_1を現堪し1..この鮒
に冬空放した煤弧を上地した拭故坑道のmI;た 御 .ら約
Imの堵3Tfに駈Jl'Jして鵬 した｡

HスPE臣は土を担って埋めらLLた鉄Blタンク (砿G! LX発生成ガス中の-脚 ヒ'a瀬は光明怨化学工茶托ま

2m花さ,叫 でその一端はIyji:,仙矧 こ拡1rJLこFuJつ 女批虫の11lqf光ym･｣煎化災架放知群をlJIJrJL.拭汝

てコ/クy-Z-取のtii入ロ (2rrz 2rlt)引 Fした中 空,行う時の泉inに相当した歳入捗時でガス*_,達人し.
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Jrl色カ:'At延してから達人rj州のISに逸IVl二倍色した部

分を恥 .て河定姐とした｡馳 淡は倒 したものを母

riiui換えてll蛸】した｡
制 の鮒 ヒibの柑 には的侵 l〃q)ゴム★-スを拭
J一族延に弟大して史いてその外Plの箱に手動J)LS酢d

ン'/を付け571箸をした荷をTtLT.ナてtいてj花町水
LC対した沃資力l野馳 丁托小に現引きかて来た用等

生成U入で狂巴する妙手を赦 した｡この紬 と併せ
て洲 ヒ輔 の更生が出来ろと取BIは jLていろ発明zI

化学_i:零細 の巷諜Hス姐漕{jilJt熊和むJllいn
丑4,CV3LTJ資故に上って比較伯を川した}狂色は株
也がil己人し'(娼非が明確にlulこくかつたけllとも渋色

と地色との始yru刈定山水ろ瓜を虹色の始相とした｡

佃 】B')の畑等及び翔 Stを従ったならlfiBGl札を恥 .

て項市ガスを狙いuしてから六の7AB?'f朗的した.そ
の川に時々tA知等を掛 .て一成化郷 の拭rryR5aL
lL,か故LLllEtuして歳入しても虐L;小 .粗糖であった｡
HnrIは拝細 いたま でゝ完全Lた｡
'APに供したB･ディナーイトはL=R御玉,T X'T
fn欣 Tンモン,米軌 範勤等を炎々の工切伽 を受け

煎って凍 1に相子たtIた程合の相 島を畠中,Wlちに

その ZOOgつつを証左 32- の統持lこOt汚し.鶴

を,･ク7イーでnf.Ilナした技でハク7イン弥ナをLて
粒 に弘泌し,災Baを行う三で放BMiL化J)JL･i,サー

入りのfシナ-p-中に貯書した,耕tE比可はO閏
in 粍拝pJtJPま 】5-2g で,付射した-タフイン

の血は 5-8gであった｡
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q 美丘の岸JtAtF考蕪

･･-dt化棚 払知管の変色はi8l"絹任Wr交換したけ
iLどほ 入Elか■b靭 な音色を帝的帆 の不足す

るもの蛤その捧同が著Lく.軸 -29g/l00g の

ものでは変色茄7)% 棚 しく鮒 になった｡又

伽 +2･9/]∞g以上のもの･Cは｢鹸化棚 のit腔

が旺くなって来た7)で時il初の帝定Z)筏で叩び撒

弧に入って超人r与mlを′l:分にし且つ達人LiiZ牧を1佃に
して兼兄して能力､/'た.又馳 'J8加ナろlこ縫って

掛 Iヒ安井DCfj->くILつて来て触 て 2.9g

/100g 以Jのものでは故知菅D変色は柁桝 にq色
して帯抱巴とf=ろことb･多かつtL 対定のJf卓出ま払 L
に元した■

式に章兼J)爪化托■こ>ITる=つの方法は何八･t,此8
位を乗わたに冶ぎなt･のでもろがその政文を,･団221び

固3に示した｡

Eg2に7-r;言jLていち43iqス検知器S･tUHした方法

は品嬢抑rLTであったけJLども前遺した如く正巳の墳取

結
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の舛む 'm t弼九であったヨ団3に云されている茨卓

h一柳 柾の変色桝 を.JIだナろ方法は姐御雑であっ′こけ
lLとも時に大きく砂時のAつた肋 て‖た｡又空色の州だを
等易にすらためlこ畷肝とボン-/な川いたのてこの仏

はy:扮上l)も多少恥 ･漁区のものLCあろことを堀 してi

aFく堀 がもろ｡比較のためにiWi!したRSZJl'
'の顎的′イナマイト,節汝1イブ71ト及び三や

剛 恥こ妊いて離 した輸邦の平均をIR2に,I:した｡プi

2tdM 讐 co,･･,_ (品 ) (K撒

)gT 桝 OOl lS 4W柿 T イ

002 zl 7'′訂

碓 002 IO I5′′こJLらの罪…

lこ放し.て･ryXけ ちに,一成化才誠の雅』-:故は嘩盛の爪湖 がL･W加rI-Jtこ縫って減,yする

がその齢 は謡夫少(なって兼7.ことがPろ｡そしてtFLrの胞 't士

OがⅠ00官を過ぎろとま少する皮合は一･枚と授坦となるtaであ

る.仙JJ'三号菜7)鮒 と的に放いて見ろと団2及び3

に7)-T=LLtた様に勝男のrtt来生の渦加と共l

こその実生出 て多く1=ろ｡そして改姓とJt桝すると且AlLfuろEbJ2の抜穴をLL/Jと蛭軍の馳 て

女og/)00gを月えらこ7,から h'Ofq)発
生地 :廿菜止のJT加と犬に析加して来ろ刺lTが火となっていろ｡

然して表2に'7;した如く窮雀のI】如品の .T(0亡の此較

VTIilO～lS(15′′一6")であり,又人鑑的 =巾′イ に1ろ仰 漁の桃月主輔 の肘化柑 i確故itE托l二は

∩02Tn舟L以上になちと姓だされていることや J

oneJ攻守が等架D杜化柑土孔中のSa女にtE安さL

t的つた礼中では掛 .た孔小の与信にもtrるとしてい
ろこと革もあるので篭兼の鹿北牧の主bT投花のAF翁上I)余L)多く

なることは宅IfしくfLいと考えられる｡こlLちの瓜より

して珪Tイナ▼イtの脚 三十3-するglOOgとするのが溝当Lu-I).そうすLLは初狩UスQ)兄生廿 土

地の僅羊に比較して遜色はT.Lものと考えらLLる.a:に )｡コ

田 及び J'ern,lt氏は Thorbu'n境の張好で2CDgQTJ可bty-1入り招TイナY

イト慨 を包僻 を含めて +u～13<0

8103g に交CてIN究玉城ナスを研究しr川l斬 ,也

,コークI-ト塊何LLのJF号方法でも平群点の近く

から COCO_･がま少するtu,,-_･A:小さく1=ろ必見を柑ている.Gユrth er,

Ho､､.:-1左L<Jonel 氏はゼ タナン′イナマイ
IやTン亡ンFイナY

イト等.こ恥 ･て野外袖 J_/行った挑発鮮nこ不清隆
なけ朱Hlで惑瓜こBi発させられる切合足線な甲山て

菜7i桝 Jdスは珊 ヒ棚 のみで･-一価ヒ顎宗の-F.岐こ考しては性好の脚 おがStもTR蔀である
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賠lJにこの排死の伸行将を,yLった(1W的rE,初JL烈

Pi氏に感.引+ちと)uこ粥祐実と汝を哩仇してか .た研究

t‡4)方々に1･iiZH_,Rす｡
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H F詣 iJ

ニ トL･JVンの令成淡としては古くからモ/タt,〟
l1

風韻と歪棚 TJL･カリとよI)の方法 (Kolbcの圧拡)
と′､rzゲy化/ナA･と鼓灯船 とよI)の方班 (VIc一Or

.lEe)er反ES)とh'-知られ,その他p-̂ ナJIJ鵬 と盃つ1
削rm Tルカリとよl)の力比も知られていたI虫主近米田

では Hzus民噂に上るハク フ1ンがの托珊純化蚊の井
■)ilに秤い澱も比LhL臥 ノダyも4500以｣の店旦It･

は棚 講に上って碑化し7gろことが見出 され ていlヽ

且トt'ノダγはiW串その7搾粕としての他見が旺Fトせ

られ韓rこ棚 よりのヒレIyンの弛日用や911･;〟

描出FF)として切替せられているが,現在の所柘雪に迅

さる｡これを-3雌 するには｣:qPL.1緒の7f地のr勺卯

化研張品エ破仲式金jt(7.Y従71り 熟Aトt7}ダン
(･f/ナJt-托僧より)500g2,5COFq (耶f825や
bi.r)


